
組合だより   
【 第３４４号 令和５年２月 日本羊腸輸入組合 】 

 

 理事会等  

  

〇１月１８日(水) 令和４年度第４回理事会 

理事９名、監事２名の全員（うち、ＷＥＢ参加 1 名）が出席し、以下の議

題に関して報告・審議が行われました。  

議題１．最近の輸入状況について 

議題２．令和 4 年 10 月～12 月の業務報告について 

議題３．賛助会員制度の導入について 

議題４．広報事業の取組について 

議題５．その他（今後の日程等） 

 審議内容等については、遠慮なく事務局にお問い合わせください。 

 

〇１月１８日(水) 令和５年賀詞交歓会 

令和 5 年賀詞交歓会を五反田の「リストランテ デル ペッシェ」におい

て 3 年ぶりに開催しました。当日は松永理事長のご挨拶、日本ハム・ソーセ

ージ工業協同組合強谷（すねや）専務の乾杯のご発声を頂戴し、25 名の参加

者とともに、マスク会食ではありましたが親睦を深めさせていただきました。 

 

 事務局  

 

〇組合員関連 

 ・令和４年度賦課金（第 3 回/最終分）の納付依頼を行いました。 

 

 ・天然腸輸入報告統計協力１１社に対し、令和４年１２月分の結果報告と令

和５年１月分の報告依頼を行いました。 

  

〇関係機関関連 

 ・松永理事長、関副理事長、角一副理事長が経済産業省農水産室、農林水産

省国際衛生対策室及び厚生労働省食品監視安全課を訪問し、新年のご挨拶

や組合業務に関する事項等の意見交換を行いました。 



 

〇その他 

 ・1 月 5 日（木）に日本貿易会、1 月２５日（水）に日本ハム・ソーセージ工

業協同組合、（一社）日本食肉加工協会、ハム・ソーセージ類公正取引協議

会、（一社）食肉科学技術研究所、の 4 団体合同、賀詞交歓会に松永理事長、

川村顧問、事務局長が参加させていただきました。業界の関係者、関係省

庁の幹部等と懇親を深めることができました。 

 

・1 月 12 日（木）に日本貿易会ゼミナール「2023 年国内・世界経済の現状   

と展望」に参加いたしました。 

  

 統計  ＊統計の詳細は組合ホームページで御確認下さい。 

 

【財務省貿易統計】 

 令和４年 12月の天然ケーシング輸入量は、次のとおりです。 

・総輸入量 414.7t (前月比＋ 39.8t、110.6％   /  前年同月比＋ 26.0t、106.7%) 

・中国原産 285.8t (  〃  ＋  6.7t､ 102.4％   /   〃     ＋ 21.3t､ 108.0％） 

・豪州原産  44.1t ( 〃 ＋ 21.1t､ 191.8％   /   〃      △  3.0t､  93.5％） 

・ＮＺ原産  81.2t (  〃  ＋ 29.7t､ 157.5％   /    〃      ＋  6.4t､ 108.6％） 

 

令和 4 年１月～12月の天然ケーシング輸入量は、次のとおりです。 

・総輸入量 4,175.6t (前年比  94.7%) 

・中国原産 2,673.8t  (前年比 105.9%) 

・豪州原産    407.8t  (前年比  81.4%) 

・NZ 原産      890.6t  (前年比  73.5%) 

  

【ソーセージ生産量（日本ハム・ソーセージ工業協同組合調べ）】 

令和４年 12月のソーセージ生産量は、次のとおりです。 

・ソーセージ類合計生産     ： 28,464.4 トン (前年同月比：  97.7％) 

・ウィンナーソーセージ     ： 21,398.3トン (  〃    ：  98.2％) 

・フランクフルトソーセージﾞ ：  2,805.4 トン (   〃     ：  92.4％) 

 

 令和 4年１月～12月のソーセージ生産量は、次のとおりです。 

・ソーセージ類合計生産     ： 309,763.6 トン (前年比： :   97.7％) 

・ウィンナーソーセージ     ： 229,487.9 トン (  〃   ：  96.7％) 

・フランクフルトソーセージﾞ ：  35,019.0 トン (   〃    ： 101.7％) 



 

 ＨＰ更新内容（統計関係を除く）  

＊更新内容の詳細は組合ホームページで御確認下さい。 

 

○「荷主による輸送状況等の把握に関するアンケート」へのご協力依頼につい

て（経済産業省からの協力依頼） 

 

参考情報・お知らせ 

 

○国土交通省から、再度、大雪時の立ち往生防止対策について周知依頼があり

ました。特に荷主事業者におかれましては、以下の事項についてご協力をお

願いいたします。 

 

・ 大雪などの異常気象による突発的な事象により運送経路の変更や運送の中

止などの必要が生じ、その原因となった事象がやむを得ないと認められる

場合には、運送経路の変更等を認めること。 

 

・ 大雪などの異常気象により運送に支障を来すことが予め予想される場合

には、配送拠点に留置する在庫の積み増しや、予定されていた配送時間の

前倒し、運送可能域内での物資の融通を行うことにより、トラック事業者

への不要不急の運送依頼を控えていただくこと。 

 

 今後の主な予定  

 

―令和５年― 

〇 ２～３月    共通利益増進 WG 

〇 ３月２３日(木) 令和４年度第５回理事会 

〇 ４月１９日(水) 令和４年度第６回理事会 

〇 ５月２６日(金) 第６０回通常総会 

〇    〃    令和５年度第１回理事会 

 

     以上 


